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１１１１．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに 

琵琶湖では湖内へ流入する負荷量が近年減少し、湖内

の植物プランクトン量の指標となるクロロフィル-a 量も

減少している。しかし、それにも関わらず、有機汚濁の指

標となる CODは増加傾向を示している。このような水質

汚濁のメカニズムを解明する上では、湖内で生産される植

物プランクトン総細胞容積量の変動を把握する必要があ

る。そこで本研究では、植物プランクトンの総細胞容積量

を有機物量の指標である炭素量として換算することによ

り、湖内で生産される有機物変動の評価ができないかを一

部検討したので報告する。 

 

２２２２．．．．調査方法調査方法調査方法調査方法 

琵琶湖における植物プランクトン調査（1979～2008年） 

は北湖(今津沖中央)、南湖(唐崎沖中央)の2地点において、

優占種の変遷や種類数、総細胞数、総細胞容積量、総細胞

炭素量の各項目についてデータ解析を実施した。植物プラ

ンクトン総細胞容積量の推定には、宮井 (宮井博ら，1988)

の方法で求め、総細胞炭素量への換算式やその推定につい

ては Strathmann (R.R.Strathmann，1967)の方法で求めた。 

 

３３３３....結果結果結果結果とととと考察考察考察考察    

（１）植物プランクトンの種類数は南、北湖ともに近年減

少傾向が認められた。 

（２）優占種の変遷は 1989年以降、珪藻や緑藻が主に優

占する生物相から各鞭毛藻や藍藻が優占する生物相へと

変化する傾向が認められた。特に総細胞容積量は Fig. 1に

示したように、減少傾向にあるのに対し、藍藻については

Fig. 2に示したように 1990年以降、総細胞容積量中に占め

る比率は大きくなる傾向が認められ、COD の増加傾向と

類似していた。 

（３）増加傾向を示す藍藻種を墨汁等により染色し観察し

た結果、Microcystis 属では総細胞容積量の 50倍以上の寒

天質状物質(粘質鞘)を各細胞間に有し、Aphanothece 属で

も 1,000倍以上の寒天質状物質を有していることが明らか

となった。これらの寒天質状物質量の増加が、CODや TOC

等の有機物指標項目の増加に少なくとも関与している可

能性が示唆された。 

（４）各植物プランクトンの細胞容積量を炭素量に換算し

た結果、各綱の変動や経年変化が炭素量として推定出来る

ことが明らかとなった（Fig.３）。 

今後、これらの換算方法を過去 30年間のデータに当て

はめ、湖内で生産される有機物量を評価していくとともに、

TOCや POC、DOCとの関連性についても解析を進めてい

きたいと考えている。 
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Fig．２　琵琶湖今津沖中央(0.5m)における植物プランクトン
総細胞容積量中に占める藍藻綱の比率の変化（％）
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Ｆｉｇ．1　琵琶湖今津沖中央(0.5m)における総細胞容積量とC0Dの変化
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